
南海トラフ地震に対する
新たな取組について

京都大学防災研究所

牧 紀男

１

資料４



キーワードは「半割れ」
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出展：中央防災会議防災対策実行会議南海トラフ沿いの地震観測・評価に基づく防災対応検討ワーキングループ、平成 29 年９月
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東海地震の予知
を前提とした対策からの大転換

南海トラフ地震の防災政策変遷
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○大規模地
震対策特別
措置法：昭
和53年

予知に基づ
く防災政策

「現在の科学的知見からは、確度の高い地震の予測は難しい。た
だし、ゆっくりすべり等プレート間の固着の変化を示唆する現象
が発生している場合、ある程度規模が大きければ検知する技術は
ある。検知された場合には、不確実ではあるものの地震発生の可
能性が相対的に高まっていることは言えるであろう。」

○中央防災会議
「南海トラフ沿
いの大規模地震
の予測可能性に
関する調査部会

：平成25年

予測は難しい

○中央防災会
議「南海トラ
フ沿いの大規
模地震の予測
可能性に関す
る調査部会

南海トラフ沿いの地震観測・評価に基づく防災対応検討ワーキンググ
ループ：南海トラフ沿いの地震観測・評価に基づく防災対応のあり方に
ついて（報告）（平成29年9月26日公表）＜平田委員会＞

南海トラフ沿いの大規模地震の予測可能性
について（報告）（平成29年8月25日公表）

南海トラフ沿いの異常な現象への防災対応のあり方について（報
告）（平成30年12月25日公表）＜福和委員会＞ ５



南海トラフ沿いの地震観測・評価に基づ
く防災対応検討ワーキンググループ：南
海トラフ沿いの地震観測・評価に基づく
防災対応のあり方について（報告）

（平成29年9月26日公表）
＜平田委員会＞
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出展：中央防災会議防災対策実行会議南海トラフ沿いの地震観測・評価に基づく防災対応検討ワーキングループ、平成 29 年９月
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臨時情報（平成29年11月1日～）
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南海トラフ沿いの異常な現象への防災対
応のあり方について（報告）（平成30年

12月25日公表）＜福和委員会＞
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半割れ、１週間
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出展：南海トラフ沿いの異常な現象への防災対応のあり方について（報告）（平成30年12月
25日公表） 11



出展：南海トラフ沿いの異常な現象への防災対応のあり方について（報告）（平成30年12月
25日公表）

１週間の根拠
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南海トラフ地震の多様な発生
形態に備えた防災対応検討ガ
イドライン（第1版）
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内閣府（防災担当）、南海トラフ地震の多様な発生形態に備えた防災対応検討ガイドライン（第１版）
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内閣府（防災担当）、南海トラフ地震の多様な発生形態に備えた防災対応検討ガイドライン（第１版）
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企業は事業継続

行政は企業が事業継続を支援
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